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はじめに 

   当該実験では、有用微生物による汚泥減量実験を行い、汚泥の減量効果を確認することを目的

とします。汚泥としては、県内で発生量が多量で有機分が豊富な下水道汚泥（初沈汚泥と余剰

汚泥の混じった濃縮汚泥）を減量の対象とし、実験系に有用微生物資材アースラブ（泥状資材）

を用い、比較対照系として活性汚泥を使用しました。 

なお、当該実験は、有用微生物資材の提供を（有）アースラブ・ニッポンが担当し、測定及

び効果の検証を三重県が担当する役割分担により、両機関が協働して取り組んでいます。 

１．実験期間 

   平成１７年１月１３日～平成１７年２月１８日 

２．実験方法 

（１）実験フロー 

実験は、事務所のテーブルに３Lのメスシリンダーを置き、１日１回濃縮汚泥を添加、３５日

間曝気を続けた後、汚泥量がどれだけ増減したかを確認する簡易な方法を採用しました。なお、

温風器を設置して室内空気を暖気しました。 

実験フロー模式図を別添します。 

（２）実験系の設定 

表１に示すとおり、資材、負荷、曝気方法の異なる４系を設定しました。 

なお、有用微生物資材は非常に高い MLSS を当初から有していることが特徴の１つですが、実

験開始前の有用微生物資材の MLSS と活性汚泥の MLSS に約５倍の差があり、今回エアレーショ

ンタンクの条件のまま（ありのまま）使用しましたが、活性汚泥を濃縮した条件を検討する機

会を設定できませんでした。 

また、曝気は実験系が小さいこともあり、曝気強度２７(m3/m3･h)と超強曝気条件でした。 

実験系 ベース資材（２L） 負荷 曝気 

系－１ 有用微生物資材 普通 常時曝気 

系－２ 有用微生物資材 普通 間欠曝気（３ｈ置き）

系－３ 有用微生物資材 高 常時曝気 

系－４（対照系） 活性汚泥 系－１と同負荷 常時曝気 

３．濃縮汚泥・有用微生物資材・活性汚泥の性状 

濃縮汚泥は約１４日置きに交換しました。なお、BOD は「JIS K 0102 21」、COD は「JIS K 0102 

17」に準じ測定した参考値です。 

 SS 

(mg/l) 

VSS 

(mg/l) 

BOD 

(mg/l) 

COD 

(mg/l) 

TOC 

(mg/l) 

T-P 

(mg/l) 

第 1 回目ｻﾝﾌﾟﾙ 14,400 12,300 8,500 2,600 200 460 

第 2 回目ｻﾝﾌﾟﾙ 16,700 14,500 9,500 6,300 420  440 

濃

縮

汚

泥 第 3回目ｻﾝﾌﾟﾙ 12,300 10,700 5,900 5,400 140 350 

有用微生物資材 10,000 9,500 ― ― ― 150 

活性汚泥 2,000 1,600 ― ― ― 69 

 
 
 
 
 
 
 







５．まとめ 
・有用微生物資材系の汚泥分解能は、活性汚泥系よりも明らかに高い結果でした。また、有用微

生物資材系の水の減少が著しかったです。 
・有用微生物資材系では実験期間最後まで上澄み液の確保が可能であったが、重力による固液分

離機能の維持（SV の維持）はできませんでした。汚泥分解槽を設けるシステムを想定した場

合、膜分離等の方法も検討する必要があることが示唆されます。 
・曝気方法により、汚泥を分解しながら窒素の除去も行える可能性が確認できました。このこと

は汚泥分解槽を設けるシステムを想定した場合、脱窒による汚泥浮上の防止、ｐH の安定的運

転につながります。 
・リンの収支に特徴的な結果が得られました。 

 
  最後になりましたが、実験中御協力をいただきました各関係者に厚く御礼申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




